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八
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最
近
の
大
阪
地
方
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於
け
る
中
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動
向
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昭
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四
九
人

一
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一

四
六
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三
五
一

五
三
一

八
九
六
-

て

は

し

が

き

終
戦
直
後
戦
時
統
制
か
ら
の
解
放
、
潜
在
鵬
賀
力
の
爆
発
を
契
機
に
イ
ン
フ
レ
を
泊
旅
と
し

て
族
生
膨
脹
し
た
中
小
企
業
は
そ
の
後
電
力
危
機
、
徴
税
攻
勢
、
金
詰
り
等
一

連
の
嵐
に
曝
さ

れ
今
や
厳
し
い
自
己
批
判
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
更
に
本
年
は
経
済
安
定
九
原

則
の
線
に
沿
っ
て
種
々

の
経
済
再
建
施
策
が

一
胞
強
力
に
推
進
さ
れ
業
礎
不
安
定
な
中
小
企
業

の
謀
る
膨
耕
は
決
し
て
砂
〈
は
な
〈
前
途
愈
々
多
離
な
事
態
に
逢
着
す
る
も
の
と

予
知
相
さ
れ

る。

斯
〈
て
現
在
で
は
企
業
合
理
化
が
当
面
の
急
務
と
し
て
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
つ
L
あ

る
。
斯
る
刑
判
・
批
の
下
に
於
て
当
地
中
小
企
業
が
如
何
な
る
反
応
を
示
し
文
自
ら
如
何
な
る
態
勢

を
採
ら
ん
と
し
つ
L
あ
る
か
以
下
そ
の
実
情
を
検
討
す
る
こ
と
L
す
る
。

ニ
、
経
済
状
勢
の
推
移
と
中
小
企
業
の
自
覚

付

当

地
中
小
企
業
の
実
勢

大
阪
は
由
来
中
小
企
業
の
都
と
云
わ
れ
、
輸
出
産
業
を
中
核
と
し
て
そ
の
活
動
分
野
も
相
当

広
範
で
大
企
業
に
対
す
る
比
重
も
他
地
方
に
較
べ
高
位
に
在
り
、
社
会
的
経
済
的
に
侮
り
難
い

勢
力
を
有
し
て
い
る
。

当
地
に
お
け
る
中
小
企
業
問
題
解
決
の
霊
大
性
と
困
難
性
は
斯
る
基
本
事
情
か
ら
肺
胎
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

元
来
浮
沈
の
激
し
い
零
細
企
業
の
適
確
な
実
体
把
握
は
至
難
で
あ
る
が
今
大
阪
府
調
査
に
よ

り
そ
の
実
勢
を
鋭
う
に
昭
和
二
十
三
年
末
の
府
下
事
業
者
並
に
従
業
員
は
左
表
の

通

り
で
あ

る。五
O
l
九
九
人
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ovm以
上
を
占
め
従
業
員
は
製
造
工
業
が
五
三
官
八
、
九
九
一

人
で
五
O
%
を
占
め
商
業
(
一

八
路
)
運
輸
業
(
一
一

一泡
)
を
遥
か
に
上
廻
っ
て
い
る
。
今
之
等
の
代
表
的
業
種
と
し
て
製
造
工

業
を
採
り
上
げ
更
に
之
を
分
析
し
て
み
る
と
と
L
す
る
。

製
造
工
業
は
総
数
五
O、
九
三
七
従
業
員
五
三
九
千
人
内
従
業
員
一
O
O
人
未
満
の
工
場
五

O、

二
九

一
で
全
工
場
の
九
九
%
に
上
り
全
国
平
均
九
八

・
二
%
を
上
廻
り
従
業
員
は
三
五
O

千
人
で
六
五
%
を
占
め
昭
和
十
六
年
当
時
の
凶
五
%
を
、
遥
か
に
凌
い
で
居
る
。
今
戦
後
中
小
企

業
の
膨
脹
振
り
を
み
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

大
阪
府
下
中
小
工
場
の
務
動
(
労
務
者
五
|
一
O
人
の
工
場
〉

日一一
いU
H問
凶
日
制
問
問
一割引レ腕

一
二
十
二
年

λ
月

一

五

、
一一一七凶
一

五
一}一
・五
一一

七

一
、
四

九

O一

一
一
五

一
二
十
二
年
十
二
月

一

八、
ニ

O
八
一

九
O

一

一

九

八
、
八
回
二一

一
四
六

一
二
十
三
年
十
二
月
一
一
O
、
三
八
二
一
同
七
一
て
八
五
、
九
O
八
一

一
二
O

然
し
乍
ら
之
は
イ
ン
フ
レ

K
よ
る
変
態
現
象
と
も
見
ら
れ
業
容
の
極
め
て
劣
悪
な
所
開
泡
諒

企
業
が
大
半
を
占
め
て
居
り
、
経
済
的
実
力
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
そ
の
反
面
之
等
の
持

つ
社
会
問
題
的
要
素
は
軽
視
で
き
な
い
。
斯
〈
て
彼
等
は
経
済
的
競
争
力
の
不
足
と
劣
弱
性
の

解
決
を
社
会
問
題
に
持
込
み
他
力
依
存
に
よ
っ
て
自
己
保
全
を
計
ら
ん
と
す
る
傾
向
を
有
し
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

更
に
製
造
工
業
の
う
ち
に
あ
っ
て
も
一
般
臓
器
工
業
が
大
半
を
占
め
て
居
る
現
状
で
、
数
こ

そ
少
い
が
多
く
の
問
題
を
苧
ん
で
い
る
点
に
お
い
て
随
一
と
云
わ
れ
る
金
属
工
業
と
共
に
中
小

企
業
の
核
心
的
存
在
と
み
ら
れ
て
い
る
。

又
当
地
中
小
企
業
の
半
数
は
輸
出
産
業
に
属
す
る
も
の
と
云
わ
れ
て
を
り
之
が
動
向
は
中
小

企
業
の
主
流
を
形
成
す
る
も
の
と
云
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
従
っ
て
以
下
に
お
い
て
特
に
機

器
、
金
属
玉
菜
及
び
輸
出
産
撲
を
中
心
に
検
問
を
加
え
て
行
〈
こ
と
L
す
る
。

同

企

業

合

理
化
の
要
請
と
中
小
企
柴
の
自
覚

一
頃
イ
ン
フ
レ
景
気
を
稿
歌
し
た
中
小
企
撲
に
も
電
力
危
機
以
来
冷
い
風
が
吹
会
荒
び
、
相

次
ぐ
峻
烈
な
徴
税
攻
勢
に
附
ぎ
、
極
度
の
金
詰
り
に
植
・
巡
し
今
や
当
而
の
糊
検
策
に
扱
々
と
し

て
そ
の
日
暮
し
の
不
安
定
な
経
営
を
統
け
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
又
一
方
対
外
的
に
は
単
一
為

最

近

の

大

阪

地

方

に

於

け

る
'
中
小
企
業
の
動
向

替
レ
l
ト
の
設
定
、
対
内
的
に
は
イ
ン
フ
レ
の
収
束
を
目
途
と
す
る
経
済
安
定
九
原
則
の
強
行

は
一
時
的
に
は
一
層
深
刻
な
客
観
状
勢
を
醸
成
す
る
こ
と
は
瞭
ら
か
で
あ
り
弦
に
企
業
は
好
む

と
好
ま
ざ
る
に
拘
ら
ず
合
理
化
態
勢
の
整
備
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
L

な
る
。

更
に
中
小
企
業
は
終
戦
に
よ
り
企
業
系
列
が
破
壊
さ
れ
大
資
木
及
び
大
企
業
と
の
連
繋
が
寸

断
さ
れ
而
も
戦
後
抱
沫
企
業
の
滋
立
に
よ
り
織
烈
な
競
合
状
態
を
惹
起
し
つ
L
あ
る
。

右
の
様
々
事
態
に
対
処
し
て
何
ら
か
自
衛
対
策
を
講
ぜ
ざ
る
限
り
弱
小
企
業
は
所
訴
訟
破
誠
の

一
途
を
辿
る
外
な
い
状
況
に
あ
る
。

嘗
て
電
力
危
機
に
際
し
当
地
中
小
企
業
は
前
述
ハ
門
の
如
き
背
景
の
下
に
相
当
活
溌
な
政
治
的

運
動
を
風
聞
し
た
が
、
之
が
現
在
の
中
小
企
業
協
会
を
結
成
せ
し
め
る
に
至
っ
た
霊
安
な
因
子

で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
斯
〈
て
一
時
は
中
小
企
業
問
題
の
社
会
政
策
的
制
跡
、
決
合
要
望
す
る

声
が
強
〈
中
小
企
梁
協
会
を
中
心
と
す
る
中
小
企
業
の
勤
舎
は
専
ら
此
の
方
而
に
集
中
さ
れ
て

い
た
鴎
が
あ
っ
た
。
燃
し
そ
の
後
の
余
り
に
も
冷
厳
深
刻
な
客
観
状
勢
の
舵
移
は
中
小
企
業
を

し
て
漸
〈
其
剣
な
自
己
批
判
に
導
き
、
安
易
な
社
会
政
策
的
救
済
に
の
み
逃
避
す
る
こ
と
な

〈
、
経
諮
問
題
と
し
て
の
中
小
企
業
問
題
の
自
覚
更
に
は
経
済
的
自
立
に
対
す
る
自
主
的
解
決

の
認
識
を
衡
し
つ
L
あ
る
も
の
と
観
測
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

一-
一
、
企
業
合
理
化
を
練
る
中
小
企
業
の
動
向

付

概

況

前
述
の
加
く
当
地
中
小
企
業
は
従
来
採
っ
て
き
た
政
府
の
社
会
政
策
へ
の
依
存
と
之
が
達
成

の
為
の
政
治
的
ゼ
ス
チ
ュ
ア
ー
か
ら
漸
次
脱
却
し
経
済
的
基
盤
の
自
主
的
確
立
へ
重
点
を
指
向

し
始
め
て
居
り
こ
の
為
企
業
合
理
化
の
必
然
的
安
請
を
素
直
に
受
入
れ
之
が
打
開
の
為
努
力
を

傾
注
せ
ん
と
す
る
空
気
が

一
般
に
浸
透
し
つ
L
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
然
し
目
下
の
処

で
は
そ
の
具
体
的
な
方
策
の
実
施
研
究
に
つ
い
て
は
、
初
期
段
階
を
訪
ね
し
て
い
る
と
い
う
の

が
実
情
で
而
も
中
小
企
業
に
通
引
の
非
科
学
性
、
非
徹
底
性
|
|
そ
れ
向
身
其
先
に
合
理
化
の

鉾
先
に
か
L
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
|
|
の
故
に
常
に
安
易
な
.
時
的
妥
協
的
解
決
を
求
め
勝

で
逃
避
餓
が
叶
わ
ね
ば
合
迎
化
も
最
少
限
に
止
め
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
り
彼
等
に
究
極
的
効
果

を
則
持
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
思
わ
れ
る
。
然
し
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
、
先
党
的
業
者
就
中

輸
出
産
業
・
削
門
に
お
い
て
は
適
正
な
合
理
化
方
策
の
考
究
と
着
実
な
突
行
に
手
を
染
め
つ
L
あ

る
も
の
も
散
見
さ
れ
、
将
来
之
が
業
界
全
般
の
合
理
化
の
硝
石
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ノ、



三4
日間

説
(
そ
の
ニ
)

産
業

・
物
価
等

現
在
の
客
機
状
勢
の
重
圧
に
対
応
す
る
中
小
企
業
の
自
衛
策
は
大
体
次
の
三
方
向
に
分
流
し

つ
L
あ
る
。

ー
、
大
資
木
及
び
大
企
業
へ
の
依
存
に
よ
り
自
己
保
全
を
計
ら
ん
と
す
る
も
の

2
、
協
同
組
合
等
を
中
心
と
す
る
水
平
的
結
合
に
よ
り
相
五
保
衛
を
完
了
せ
ん
と
す
る
も
の

3
、
企
業
内
部
の
徹
底
的
合
理
化
に
よ
り
活
路
を
見
出
さ
ん
と
す
る
も
の

以
下
之
等
の
三
類
型
の
う
ち
に
中
小
業
者
が
合
理
化
に
就
て
如
何
に
考
え
又
具
体
的
な
合
理

化
方
策
が
如
何
に
し
て
行
わ
れ
ん
と
し
つ
L
あ
る
か
又
単
一
為
替
レ
l

ト
の
設
定
に
直
接
繁
る

輸
出
産
業
の
合
理
化
態
勢
に
就
て
そ
の
笑
情
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

口
企
業
合
理
化
に
対
す
る

一
般
産
業
の
態
勢

ω
大
資
本
へ
の
依
存
態
勢

戦
前
中
小
企
業
の
大
資
本
へ
の
隷
屈
は
原
ろ
常
態
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
争
以
来
問
屋

機
能
は
後
退
し
、
戦
後
旧
来
の
大
資
本
は
解
体
し
一
時
中
小
企
業
は
資
木
面
で
は
浮
草
的
様

相
を
呈
し
て
い
た
が
、
最
近
間
毘
資
木
の
急
速
な
回
復
と
金
融
的
背
景
を
持
つ
一
部
大
企
業

の
仲
強
が
あ
り
企
業
の
系
列
的
再
編
成
の
機
辿
が
搬
し
山
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
拡
に
資
金
鰍

に
苦
闘
す
る
中
小
業
者
が
窮
境
打
開
の
品
も
手
近
な
方
途
を
見
出
し
又
将
来
の
安
自足
恐
慌
を

気
梢
え
て
危
険
負
担
転
嫁
の
為
に
も
大
資
本
と
の
述
繋
従
属
を
切
望
す
る
に
至
っ
た
の
は
当

然
で
あ
る
。
然
し
果
し
て
之
が
直
接
に
コ
ス
ト
引
下
に
繋
る
合
理
化
た
り
得
る
か
細
め
て
腕

問
で
あ
り
む
し
ろ
其
の
意
味
の
合
理
化
は
此
の
場
合
伏
せ
ら
れ
て
居
り
単
に
不
透
明
な
等
制

状
勢
の
中
に
あ
っ
て
企
業
経
営
の
安
全
性
を
独
栂
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

今
大
資
本
へ
の
依
存
過
程
並
に
依
存
度
の
強
弱
を
示
す
次
の
如
、
宮
典
型
的
な
事
例
、
が
あ

る。

ゴドt
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民
(
株
)

O
五
O
千
門

真
鍋
州
市
(
月

一
六
随
)
銅
合
命
管
(
月
四
踏
)

某
大
会
社
よ
り
賀
入
、
現
金
払

納
入
先
阿
布
会
社
五

O
%
其
の
他
五

O
%

某
大
会
社
よ
り
w
A
入
、
川
県
掛
金

納
入
先
阿
右
会
社
七

O
劣
其
の
他
三

O
%

某
大
会
社
よ
り
委
託
加
工
と
し
て
支
給

資
本
金
一
、

製
品

でお
nmg

t

一
A

仲
山
岳
ド

H

紫
官
製
品
紫
管

金

立5

段

r9，~ 

第

段

階

第

段

階

ノ¥

l!!i 

加
工
後
同
右
会
社
に
納
入

右
の
釦
〈
材
料
(
素
管
)
は
代
金
現
金
払
よ
り
質
掛
金
に
更
に
一
転
し
て
委
託
加
工
方
式
を

と
る
に
至
り
そ
れ
に
伴
い
某
大
会
社
へ
の
製
品
納
入
額
が
噌
大
し
て
い
る
。
即
ち
第
二
段
階

に
於
て
は
金
詰
り
の
為
掛
買
方
式
を
採
り
、
更
に
第
三
段
階
で
は
経
済
状
態
の
悪
化
に
よ
り

恐
慌
の
訓
来
を
予
想
し
て
金
銭
決
済
を
委
託
加
工
に
よ
る
実
物
方
式
に
切
換
え
る
こ
と
に
よ

り
危
険
分
散
を
行
お
う
と
す
る
も
の
マ
大
企
業
依
存
肢
の
濃
化
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
完
成
品
メ
ー
カ
ー
は
問
屋
資
本
へ
中
間
生
産
品
メ
ー
カ
ー
は
上
位
企
業
へ
と
夫
々
依
存

過
程
を
辿
っ
て
行
く
が
鈍
物
等
金
属
工
業
に
お
け
る
中
小
企
業
は
事
業
の
性
質
も
る
り
一
般

に
大
企
業
依
存
傾
向
が
特
に
顕
著
で
あ
る
。

例
企
業
問
の
協
制
態
勢
(
組
合
方
式
)

企
業
協
訓
の
端
的
な
表
わ
れ
は
組
合
方
式
で
あ
り
現
在
商
工
協
同
組
合
法
に
巷
ぎ
各
都
協

同
組
合
が
結
成
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
は
主
と
し
て
統
制
物
資
の
配
給
割
当
等
の
恩
典
を
受

け
る
手
段
と
の
み
見
ら
れ
勝
で
あ
っ
た
。
然
し
最
近
で
は
事
業
者
団
休
訟
に
よ
り
任
滋
の
経

済
問
休
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
と
経
営
合
理
化
の
方
途
と
し
て
抑
制
合
を
組
織
す
る
場
合

が
多
〈
な
り
、
昨
年
末
現
在
大
阪
府
下
協
同
組
合
数
凹
七

O
会
員
約
七
五
千
人
に

t
っ
て
い

る。
組
合
方
式
に
よ
る
企
業
合
理
化
を
例
示
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
ミ
シ
ン
の
大
メ
ー
カ
ー
が
パ
l

ツ
の
艇
努
下
請
工
場
合
傘
下
に
収
め
て
桜
良
ミ
シ
ン
の

大
賢
一組
立
生
産
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
抗
し
て
中
小
ミ
シ
ン
業
者
が
輸
出
ミ
シ
ン
工
業
協

同
組
合
を
結
成
し
、
夫
々
の
製
品
を
持
ち
寄
り
共
同
研
究
の
上
大
メ
ー
カ
ー
に
匹
敵
し
う

る
ミ
シ
ン
の
組
立
を
行
い
輸
出
態
勢
を
控
え
ん
と
し
つ
L
あ
る
。

間
合
成
樹
脂
製
品
の
生
産
に
は
金
型
は
車
裂
な
安
楽
で
あ
る
が
従
来
業
者
が
適
宜
一
一
般
金

型
業
者
よ
り
質
入
れ
て
い
た
為
時
日
を
袈
し
規
械
も
不
統
一
と
・
た
り

一
般
に
コ
ス
ト
市
を

招
い
て
い
る
の
で
、
某
合
成
樹
脂
製
品
工
業
協
同
組
合
で
は
予
算
問
、

0
0
0千
円
(
内

政
府
柿
助
金
一
、

0
0
0千
円
〉
で
合
型
製
造
の
共
阿
施
設
を
設
け
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
一
平
受
註
を
行
い
生
産
の
劫
彩
化
を
計
ら
ん
と
し
て
い
る
。

ゆ
前
記
合
成
樹
脂
協
組
で
は
品
種
別
〈
配
線
滞
具
、
ボ
タ
ン
等
)
に
規
特
統

一
部
会
を
設
け

る
と
共
に
資
材
の
仕
入
先
を
指
定
し
(
例
え
ば
石
炭
般
は
日
本
化
工
材
、
駅
事
前
は
東
洋
一
一
川



圧
と
い
う
様
に
信
用
あ
る
大
メ
ー
カ
ー
に
連
結
〉
組
合
に
よ
る
共
同
受
註
を
行
い
製
品
内

容
の
向
上
、
取
引
の
簡
素
化
を
実
施
し
つ
L
あ
る
。

右
の
如
〈
組
合
方
式
に
よ
る
合
理
化
は
相
当
活
漉
化
し
つ
L
あ
る
が
最
近
設
立
の
組
合
が

持
つ
特
徴
は
従
来
の
如
く
同
業
者
の
網
羅
主
義
に
よ
ら
ず
著
し
〈
同
志
的
結
合
の
色
彩
を
帯

び
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
業
種
的
に
も
小
部
門
に
分
裂
し
つ
L
あ
る
。
(
例
、
前
掲
の
輸
出

ミ
シ
ン
柴
者
の
み
の
組
合
)

開
下
立
灘
小
の
中
小
企
業
協
同
組
締
法
〈
昨
年
十

一
月
要
綱
成
案
〉
は
現
行
の
巾
途
半
端
な

商
工
協
組
訟
と
異
り
巾
小
企
業
の
企
業
活
動
に
直
結
す
る
強
固
な
協
調
団
結
を
加
す
こ
と
は

必
至
で
以
上
の
様
な
企
業
合
理
化
は
大
い
に
促
進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

川
口
自
立

態

勢

最
近
当
地
中
小
企
業
協
会
メ
ン
バ

ー
の
う
ち
に
自
立
主
義
の
経
済
観
を
採
る
傾
向
が
強
〈

な
り
そ
の
為
A
光
業
内
部
の
徹
底
的
な
合
理
化
と
組
織
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
中
小
企
業
の
本

質
的
弱
点
と
云
わ
れ
て
い
る
非
科
学
的
、
非
能
市
中
的
及
び
封
建
的
要
素
を
払
拭
せ
ん
と
す
る

空
気
が
漸
次
高
ま
り
つ
L
あ
る
棋
様
で
あ
る
。

即
ち
従
来
の
支
配
的
傾
向
で
あ
っ
た
大
資
本

へ
の
安
易
な
依
存
、
政
府
の
中
小
企
業
対
策
へ
の
漠
然
た
る
期
待
を
斥
け
て
積
掘
的
な
自
立

更
生
策
を
提
出
実
行
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
以
下
具
体
的
な
事
例
に
付
実
情
念
眺
め
て
み
よ

h

内
ノ
。

(1) 

投
下
資
本
約
七

O
O千
円
従
業
員
三
八
名

印
刷
製
本
並
に
輪
転
機
の
製
造

同
所
の
続
営
者
は
専
ら
生
産
の
み
に
没
顕
し
て
対
外
取
引
は
電
話
帳
に
よ
っ
て
処
理
し

勘
定
眼
抑
は
全
く
有
せ
ず
続
理
面
が
極
め
て
不
明
瞭
の
為
説
の
査
定
の
場
合
に
は
悶
指
を

起
す
の
が
常
で
あ
っ
た
。
最
近
の
徴
税
攻
勢
と
金
市
り
の
深
刻
化
に
よ
っ
て
遂
に
事
業
閉

鎖
か
、
根
本
的
な
経
営
組
織
の
改
組
・
か
の
線
迄
追
桔
め
ら
れ
誌
に
次
の
様
な
方
策
を
採
り

目
下
鋭
な
再
建
の
為
努
力
を
傾
注
し
て
い
る
。

ω
経
営
者
の
奥
向
勘
定
分
離
と
経
理
内
容
明
確
化
の
為
株
式
会
社
(
資
本
金
七
O
O千

円
)
に
改
組
す
る
と
と
。

楳
準
帳
簿
組
織
を
採
用
し
経
理
専
任
者
を
お
く
。

工
場
は
技
術
・
誕
の
工
場
長
に
一
任
し
経
常
者
(
社
長
)
は
経
営
全
般
の
綜
合
的
杷
搬
に

某
製
作
所

(C) (B) 

最
近
の
ト
〈
阪
地
方
に
於
け
る
中
小
企
業
の
動
'
川

努
め
対
外
折
衝
に
重
点
を
お
く
。

倒
対
銀
行
信
用
獲
得
の
為
入
金
の
都
度
一
応
預
金
に
振
込
み
出
金
は
可
及
的
小
切
手
に

L
よ
司
令
、
こ
シ
」
。

間
工
作
機
械
七

lλ
台
、
従
業
員
七
!
八
名
の
某
工
場
で
は
機
械
加
工
の
多
様
生
産
を
行

っ
て
来
た
が
、
重
点
的
な
効
率
生
産
が
望
め
ず
現
状
で
は
積
極
的
な
事
業
仲
張
は
無
論
、

コ
ス
ト
の
引
下
も
実
際
上
困
難
な
の
で
合
理
化
経
営
へ
の
基
礎
を
つ
〈
る
為
製
品
種
目
を

特
定
し

一
切
の
機
能
を
挙
げ
て
一
定
製
品
の
大
詰
生
一
躍
を
行
う
べ
〈
目
下
自
転
車
の
チ
エ

イ
ン
を
採
り
上
げ
各
方
而
か
ら
検
討
を
加
え
つ
L
あ
る
。
即
ち
自
立
経
営
方
針
を
貫
く
為

大
工
場
の
附
属
修
理
工
場
的
な
、
或
い
は
町
工
場
的
な
性
格
を
揚
棄
し
狙
特
の
商
標
を
持

つ
製
品
の
生
産
に
切
換
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

間
一
般
に
企
業
合
理
化
の
代
名
詞
の
如
〈
云
わ
れ
る
人
員
整
理
に
就
て
は
大
企
業
に
於
て

は
之
が
尖
鋭
な
労
資
対
立
抗
争
の
内
に
行
わ
れ
る
が
、
中
小
企
業
の
現
況
は
む
し
ろ
企
業

自
体
の
自
立
の
基
燃
が
揺
い
で
居
る
場
合
が
多
〈
経
常
者
労
務
者
双
方
の
共
通
的
苫
閣
と

な
っ
て

い
る
。
殊
に
中
小
企
業
は
封
建
的
融
属
性
を
紐
帯
と
す
る
傾
向
が
未
だ
主
流
を
成

し
て
い
る
状
況
で
之
は
労
組
結
成
の
低
訓
の
う
ち
に
も
知
わ
れ
(
世
一
〉
又
現
存
組
合
か
ら

脱
落
し
て
行
く
も
の
が
多
い
点
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
(
註
二
)
。

註

，町、
一一一一、

一
二
、
一
一一一

)

調
査
数

組
合
あ
り

組
合
な
し

、、、

シ

工

八

。

-3長

二
八

ン

輸
出
金
属
雑
貨
工
濃

度

地

術

保

九

工

業

一五

自

!IG; 

T
A
 

吋
H
1

業

七

ヨL

了.

-フ

ヂ

オ

工

業

。

:li 

二
T
H・

註

H
H

鋳
物
工
業
で
は
結
成
当
初
の
凶
凹

O
労
組
の
内
昨
年
末
迄
に
七

O
組
合
が
解

休
し
て
い
る

中
小
企
業
の
労
働
状
況
を
大
企
業
と
比
脱
す
る
に
先
づ
製
造
工
業
に
於
る
事
業
規
模
別

年
令
別
平
均
月
収
賃
金
は
次
の
通
り
で
る
る
。

六
五



告血
両信

説
(
そ
の
こ
)

産
業

・
物
価
等

1
11

t

ハ
阿
国
也
川
口
町
長
任
問
中
品
川
川
一

一

円

一

白

内

一

回

一

一
O
O
名

未

補

一
一
二
、
六
六
四
一

六、二一

O
ご
一
七
、
九
六
三

六、
六
九

O
一

一

一
O
O
O名
未
満

一

四
、
一=
0
二

六

、

六
五
八
一
一

O
、
三
四
七
一
七
、
八
七
四
一

一l
一
0
0
0名
以
上

一

四、

O
八

二

七
、
四
一一
四一

一
て
五
八
七
一

λ
、
九
八
二

布
に
見
る
如
く
賃
金
水
準
は
中
小
企
業
は
大
企
業
に
此
L
越
か
に
低
位
に
夜
る
が

一
方

一
ヶ
月
平
均
実
働
日
数
を
み
る
に
注
目の
如
し
。

一
一

一

一

一

一

一

一
二
O
成
以
下

一

軸

一

一

一

二

歳

以

上

一
平

均

一

-

一

一一一O
ー}
一

一

一

一
O
O
名

未

満

一

二
二
・九
一

二
凶
・

on
二
五
・
O
一

二
阿
-r
t

…

一
0
0
0名
未

満

二

凶

・
O
ん

ニ
凶
・
O
一

二
四
・三

二

四
・
二

一
O
O
O名
以
上

・

二
二
・
一
一

二
二
・
O
一

二
四
・
O
一

二

二
・4

中
小
企
業
の
実
働
日
数
は
大
企
業
に
比
し
平
均
月
一

nを
上
廻
っ
て
居
り
従
っ
て
労
働

一
単
位
に
対
す
る
賃
A
W，給
付
は
吏
に
低
下
す
る
わ
け
で
あ
る
。

尤
も
実
質
的
な
労
働
の
生

産
性
を
織
込
ん
で
の
資
本
的
機
能
は
中
小
企
業
の
場
合
は
極
め
て
劣
恕
で
あ
る
が
名
目
的

に
せ
よ
大
企
業
と
の
比
較
上
の
低
賃
金
は
一
応
人
員
整
理
の
み
に
よ
る
合
理
化
へ
の
ブ

レ
ー
キ
と
な
り
得
る
。

斯
る
背
景
の
下
に
中
小
企
業
岱
働
の
生
雌
性
昂
揚
を
廻
っ

て
各
企
業
夫
々
の
国
有
事
情

に
応
じ
て
次
の
如
会
諸
積
の
方
向
を
録
択
し
つ
L
あ
る
。

ω
名
目
的
低
賃
金
を
維
持
し
つ
L
労
働
の
中
一政
性
を
昂
め
る
為
第
一
に
採
ら
れ
て
い
る

の
は
技
術
の
改
善
生
産
工
程
の
科
学
的
符
即
一
及
び
機
械
化
で
あ
り
、
又
従
来
の
熟
練
工

の
助
仕
事
の
単
純
労
働
化
も
逐
次
行
わ
れ
つ
L
あ
る
。
(例、

自
転
車
工
業
、
初
物
工

業
等
〉

間
終
戦
後
流
行
の
生
活
給
〈
月
給
制
)
は
最
近

一
般
的
傾
向
と
し
て
も
漸
次
能
市
給
制
に

転
移
し
つ
L
あ
り
え
米
非
情
前
中
で
は
あ
る
が
阻
持
労
働
へ
の
依
存
部
の
向
い
中
小
工
業

で
は
合
型
化
の
為
今
や
能
率
給
・右
端
碗
と
す
る
泊
一止
な
労
務
州
判
明
へ
の
附
心
が
忽
述
に

尚
ま
り
技
術
改
替
と
細
侠
っ
て
徐
々
に
そ
の
成
果
合
み
つ
L
あ
る
桜
様
で
あ
る
。
(
例
、

金
属
工
業
)

ムハ
六

ω
中
小
企
業
の
従
来
の
強
味
は
、
封
建
的
隷
属
に
裏
付
け
ら
れ
た
労
働
の
長
時
間
使
用

(実
質
的
な
低
賃
金
)
で
あ
っ
た
が
労
働
選
準
法
に
よ
り

一
日
労
働
λ
時
間
の
枠
に
は
め

ら
れ
た
為

一
時
中
小
企
業
の
受
け
た
衝
撃
は
相
当
深
刻
で
あ
っ
た
が
労
働
協
約
に
よ
る

時
間
外
作
業
に
よ
り
実
際
上
カ
バ

ー
し
て
い
る
の
が
現
在
の
盗
で
あ
る
。
A
F
f

之
を
戦
前

戦
後
と
比
較
す
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
。

…
調

査

'
十
時
間

一
九
時
間

一
司八
時
間

一
長
つ
h
一

岨
工
場
数

一
労

働

一
労

働

・
労

働

一
3
014
一

一
労
務
者
一

O
名
未
満

戦

前

一

七

一

一

一

一

二

九

一

三

五

六

一

戦
後
一

七

四

二
七

二

O

一
問

一一一一

一

手

一

O
|
凶
九
名
戦
前

・

一
一
二
三
一
一
一
一七
・

二
五

九

武
二
一

一

戦
後

.

二
二
七
日

中

ハ

四

五

五

六

一

戸

四
五
一

一

手

一九
O
名
以
上

戦

前

四

七

一

二

三

一

0
・

一

三
一

一

'

'

戦
後
一

1
0-

五

二

一

一

二

O
一

一一一
一

右
の
如
〈
戦
後
に
お
け
る
八
時
間
労
働
へ
の
短
縮
は
大
企
業
の
方
が
顕
著
で
め
り
小
企

業
ば
殆
ん
ど
旧
態
を
止
め
全
般
的
に
み
て
中
小
企
来
の
平
均
労
働
時
刷
は
十
時
附
組
肢
で

は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
之
が
前
資
本
主
義
的
な
色
彩
を
持
つ
中
小
企
業
の
実

際
の
裟
で
あ
り
生
産
性
の
低
い
労
働
に
依
存
す
る
中
小
企
業
の
逃
避
所
で
も
あ
る
。
従
っ

て
現
花
依
然
と
し
て
封
挫
色
の
強
い
又
は
手
工
業
的
な
企
業
は
斯
る
方
法
に
よ
り
経
営
を

維
持
せ
ん
と
し
て
居
り
又
プ
レ

ス
に
よ
る
加
工
部
門
の
如
〈
卒
業
の
性
質
上
労
倒
時
間
の

延
長
を
適
当
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

州

中
小
企
業
の
他
企
な
発
展
企
阻
む
も
の
の
内

一
般
に
具
体
的
に
は
余
り
問
題
に
さ
れ
て

い
な
い
が
経
賞
者
の
近
代
資
本
家
的
感
覚
の
欠
如
が
あ
る
。
即
ち
資
木
の
再
生
肱
過
程
へ

の
総
識
の
不
足
で
あ
り
之
が
彼
等
の
そ
の
H
暮
し
の
経
営
方
針
に
通
じ
又
放
埼
な
私
生
活

の
経
消
的
背
探
を
泊
り
山
す
も
の
と
い
え
る
。
殊
に
鈍
物
業
者
や
町
工
場
主
に
は
こ
の
傾

向
が
特
に
叫
し
い
。
こ
の
点
に
対
す
る
自
党
が
組
合
、
協
会
等
の
リ
l
〆
ー
か
ら
生
起
し

漸
次
一

般
に
捜
逝
し
つ
L
め
る
ゃ
に
器
取
せ
ら
れ
る
。
正
に
斯
ゐ
由
党
が
中
小
企
接
合
理

化
の
先
決
条
件
た
る
こ
と
は
諭
合
侠
た
な
い
。

同

愉

山
産
業
の
合
型
化

輸
出
向
識
は
ミ
シ
ン
、
メ
リ
ヤ
ス
、
自
転
車
、

セ
ル
ロ

イ
ド
製
品
等
を
中
心
に
当
地
中
小
企



業
の
四
五

l
五
O
Z
を
占
め
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

来
る
べ
き
単

一
為
替
レ
l
ト
設
定
の
影
響
に
就
て
は
相
当
活
撮
に
論
議
さ
れ
て
居
り
採
算
割

予
想
の
企
業
の
一
部
に
は
コ
ス
ト
引
下
の
為
真
剣
な
検
討
を
加
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
一
般

的
に
は
何
と
か
切
抜
け
ら
れ
る
だ
ら
う
と
い
う
空
気
が
支
配
的
で
企
業
内
部
の
合
理
化
に
よ
る

コ
ス
ト
引
下
よ
り
も
政
府
の
輸
出
振
興
対
策
例
え
ば
良
質
資
材
の
迅
速
な
正
規
ル
l

ト
よ
り
の

配
給
等
を
期
待
す
る
向
が
多
い
。
又
輸
出
の
引
合
が
出
来
な
け
れ
ば
内
部
向
に
転
換
し
或
い
は

内
需
で
時
間
的
、
資
金
的
余
裕
を
得
て
そ
の
問
に
漸
進
的
に
企
業
の
合
理
化
を
行
い
乃
至
は
海

外
市
場
の
説
化
を
待
と
う
と
す
る
安
易
な
考
え
方
を
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

輸
出
起
業
の
合
理
化
の
努
力
は
コ
ス
ト
引
下
の
一
点
に
集
中
さ
れ
之
に
は
前
述
の
如
含
諸
方

策
が
盛
込
ま
れ
る
こ
と
L

な
る
が
今
二
、
三
の
例
を
と
り
実
際
の
勤
き
を
検
討
す
る
こ
と
L
す

る

某
メ
リ
ヤ
ス
工
業
所
は
三
O
台
の
台
丸
一
加
立
機
を
以
て
一
日
八
時
間
操
業
で
一
台
に
付
-

日
4
貰
匁
一
ヶ
月
二
十
五
日
操
業
と
し
て
三
、
七
五
O
買
の
生
産
を
行
う
も
の
と
し
て
製
品

一
一
封
皮
に
付
編
立
貨
三
三
円
一
O
鍛
(
輸
出
@
五
五
円
一
O
銭
〉
仕
上
貫
一
一
一
一
円
五
O
銭
(
輸

出
@
五
こ
円
四
二
銭
〉
チ
ャ
ー
ジ
九
円
九
O
鍛
合
計
七
四
円
五
O
鍛
と
見
柏
り
輸
出
@
-
o

七
円
五
六
銭
の
約
六
O
%
の
側
額
で
七
百
万
円
の
受
註
を
獲
得
し
た
が
、
こ
の
為
に
は
次
の

如
き
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
所
の
機
械
運
転
率
は
右
に
よ
れ
ば
常
時
八
三
%
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
昨
年

五
月
の
全
悶
平
均
運
転
率
は
約
二
O
%
に
過
夕
、
ず
実
際
問
題
と
し
て
八
三
筋
ベ
ー
ス
を
保
持

す
る
の
ほ
相
当
の
困
難
を
伴
う
が
之
に
付
て
は
機
械
の
整
備
保
全
と
労
働
者
の
機
械
性
能
の

認
織
に
弼
h
を
払
vh
ノ
と
共
に
温
度
計
、
鴻
度
計
に
よ
り
科
学
的
管
理
を
行
う
等
適
宜
な
芦
務

管
迎
と
充
分
な
る
給
与
に
よ
り
労
働
の
生
産
性
の
安
定
向
上
を
計
っ
た
。
因
み
に
同
所
の
労

務
構
成
と
給
与
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

職
長
助
手
男
各
一
名
(
月
収
二
O
千
円
〉
工
場
長
男

一
名
〈
月
収
三
O
千
円
)
編
立
工
男
三
名

(
月
収
名

一
二
千
円
)
女
七
名
〈
月
収
各
七
千
円
)
糸
繰
工
女
一
O
名
(
月
収
各
七
千
円
)
庇
直
し

工
女
五
名
(月
収
各
五
千
円
)
雑
役
男
三
名
〈
月
収
各
七
千
円
)
女
二
名
(
月
収
各
四
五
O
O
円
)

事
務
員
男
二
名
(
月
収
各
一
四
千
円
)
女
二
名
(
月
収
各
五
千
円
)

例
自
転
車
工
業
に
就
て
は
先
成
事
一
山
六
O
O
円
昔
、
部
分
品
一
弗
王
O
O
円
替
輸
出
で
あ

(イ)

最
近
の
大
阪
地
方
に
於
け
る
中
小
企
業
の
動
向

っ
た
が
二
月
一
日
以
降
一
弗
五
O
O
円
替
一
本
と
な
っ
て
居
り
、
自
転
車
工
業
協
同
組
合
調

査
で
は
品
種
及
び
企
業
に
よ
り
夫
々
異
る
が
略
ミ
一
弗
=
一
五
O
円
乃
至
凹
O
O
円
の
聞
に
納

ま
る
の
で
は
な
い
か
と
み
て
居
る
。

合
理
化
の
方
策
は
結
局
工
程
の
科
学
的
管
理
と
機
械
化
で
あ
る
が
、
一
時
的
に
は
内
需
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
も
あ
ろ
う
。
原
価
構
成
は
各
企
業
区
々
で
今
一
一
一
工
場
に
就
て

調
査
し
た
結
果
を
み
て
も
相
当
大
輔
の
閉
会
が
あ
る
。

資

材

資

平

均

四

七

・
七

%

故

高

七

六
・
七

%

最

低

二

五

・
五

%

労

務

貸

手

二

七

・
八

手

凹

コ

了

九

手

一

三

・

o

経

費

長

二

四

・
玉

手
四
=
一

・
O

壬

八
・
O

之
は
自
転
車
工
業
に
限
ら
ず
中
小
企
業
各
部
門
共
通
の
現
象
で
ミ
シ
ン
工
業
は
特
に
そ
れ

が
顕
著
で
あ
る
。
又
前
記
一

二
工
場
の
労
務
者
の
賃
金
も
月
平
均
六
、
O
三
一
二
円
最
高
一

ご
、
凶
一
六
円
最
低
三
、
五
八
二
円
で
工
賃
一
円
当
り
の
月
出
険
金
額
も
平
均
五
円
最
高
七
円
最

低
三
円
と
何
れ
も
工
場
開
の
差
は
大
き
〈
合
理
化
の
余
地
の
多
い
こ
と
を
物
語
っ
て
居
る
。

無
論
組
立
部
門
と
部
分
品
の
プ
レ
ス
加
工
部
門
で
は
前
者
は
労
務
者
の
柑
加
並
に
適
正
配

世
に
よ
り
後
者
は
労
働
時
聞
の
延
長
、
作
識
の
持
続
的
効
本
化
に
重
点
を
世
〈
等
夫
々
・
方
法

は
異
る
が
結
局
は
コ
ス
ト
引
下
を
狙
っ
て
隠
る
わ
け
で
総
体
に
倍
増
産
が
実
現
す
れ
ば
経
費

の
二
割
節
減
は
可
能
と
云
わ
れ
て
い
る
。

図
、
結
以
上
概
繍
し
た
通
り
当
地
中
小
企
業
の
大
局
的
な
動
向
は
、
経
済
問
題
と
し
て
の
中
小
企
業

び

問
題
の
自
覚
に
基
い
て
、
経
済
的
自
立
へ
の
積
極
的
な
立
七
り
態
勢
を
盤
え
ん
と
し
つ
L

る

り
、
企
業
合
理
化
の
必
然
的
接
請
へ
の
認
翻
も
深
ま
り
つ
L
あ
る
も
の
と
観
測
さ
れ
る
が
、
旧
共

休
的
方
策
に
就
て
は
今
尚
暗
中
模
索
の
域
を
脱
せ
ず
、
僅
か
に
一
部
の
先
覚
的
企
業
が
徐
々
乍

ら
も
実
施
段
階
に
入
り
つ
L
あ
る
程
度
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
際
中
小
企
業
庁
を
中
心
と
す
る

官
庁
の
積
極
的
指
導
と
協
同
組
合
及
ぴ
中
小
企
業
協
会
に
よ
る
一
層
の
鞭
槌
に
よ
っ
て
合
開
化

実
践
機
運
を
急
速
に
助
長
促
進
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
殊
に
輸
出
産
業
に
つ
い

て
は
自
力
に
よ
っ
て
未
だ
脱
し
切
れ
な
い
日
和
見
的
態
度
を
ア
携
し
て
真
に
事
態
に
即
応
し
た

合
理
化
体
制
を
余
儀
な
ぐ
せ
し
め
る
た
め
に
も
輸
出
か
死
か
の
最
後
の
関
頭
に
企
業
を
追
い
込

む
こ
と
が
結
局
に
於
て
最
替
の
策
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
〈
大
阪
支
底
片
岡
〉
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